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 ① どのような制度ですか？ 

近年、地震や風水害による被害が各地で発生しています。災害の発生をなくすことはできませんが、
災害による被害を減らすことは可能です。大地震などの大規模な災害の時は行政の機能が停止する
可能性が考えられ、自分の身は自分で守る「自助」が基本となりますが、地域住民による支援「共助」
が重要となります。 

そこで、災害時に円滑かつ迅速に安否確認や避難誘導などが行えるよう、この制度が創設されま

した。 

具体的には、地域において、高齢者や障がい者などの災害時に支援を必要とする人を本人の同意
に基づいてあらかじめ特定し、誰が支援し、どこに避難させるか決めて、その情報を共有することによ
り、いざという時に地域の中で安否確認や避難支援などが行える支援体制づくりを目指すものです。 

地域での日頃からの声かけや、見守り活動などを通じて、コミュニケーションを深め、良好な近隣関

係が構築できると期待されます。 

② 行政機関等の役割は？ 

大地震などの大規模な災害の時は行政の機能が停止する可能性が考えられ、被災者の支援は地
域住民相互の協力（共助）が重要です。市は、平常時より支援の仕組み作りなど防災意識の必要性
を地域に伝えるとともに、様々な形で起こりうる災害に対して有効な支援方法と仕組み作りを実施し
ていきます。具体的には「避難行動要支援者名簿登録申込書（兼台帳）」の受付による名簿作りと地
域への情報提供による、地域で助け合う（共助）仕組み作りを支援します。 

③ 民生委員・児童委員の役割は？ 

自主防災組織など様々な協力団体と連携し、日頃の活動によって、地域の要支援者の相談役とし
て行政などとの橋渡し役として重要な役割を担っていただきます。 

④ 名簿作成はなぜ必要なのか？ 

災害時に、地域において安否確認や避難支援を迅速に行えるようにするだけでなく、名簿を作成す
ることで地域での高齢者や障がい者等への日常的な見守り活動への関心が高まることを期待してい
ます。 

⑤ 地域住民に協力を求めるのはなぜ？ 

災害発生時に、市では各部局であらゆる災害対応業務を行います。大規模な災害が市内の広い
範囲で発生した場合、すぐに職員が対応できない場合があるため、被災者支援は地域住民による相
互協力が不可欠と考えます。 

⑥ どんな人が登録するのですか？ 

災害時に自力で危険情報の取得や安全な場所への避難行動ができない人を対象としています。
例えばひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の人、障がいをお持ちの人などで災害時の避難行
動などの対応が困難な人です。 

⑦ 支援が必要と思われる人が近所にいますが名簿登録の申請を代わりに行って
も良いですか？ 

本人の同意を得ていれば、代わりに申請してもかまいません。ただし、個人情報を要支援者名簿に
より関係機関（自主防災組織など）に提供することを確認してください。 
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⑧ 代筆で申請しても良いですか？ 

本人の記入が難しい場合は、家族、親族、民生委員・児童委員が代筆することは可能です。ただし、
個人情報を要支援者名簿により関係機関（自主防災組織など）に提供することを確認してください。 

⑨ 登録の方法は？ 

すでに名簿に登録されている人は登録内容の変更や削除の依頼がない限り、自動更新となります。 

６５歳以上のみの世帯で構成されている高齢者の人（ひとり暮らし高齢者を含む）については、毎年９月
から１０月末にかけて、民生委員が対象者を訪問し、登録の希望について意思を確認します。 

また、障がいをお持ちの人で対象となる人には市から郵送し、登録の希望について意思確認をします。 

指定難病患者の人については、市で対象者を確認し、名簿に記載しますので、手続きする必要はあり

ません。 

その他、災害時に自ら避難することが困難な人（上記の高齢者世帯や障がい者、妊産婦、乳幼児、外国籍
の人）など、新規で名簿登録を希望される場合は、随時申込書の受付をしておりますので、市保健福
祉センター健康福祉課あて申し込んでください。 

申込書は健康福祉課に備付及び市ホームページに掲載していますので、必要事項を記入し、健康

福祉課へ直接、または郵送などで提出をお願いします。 

⑩ 登録した情報は誰がどのように持つことになるのですか？ 

取りまとめた情報（名簿）は、市役所、各自主防災組織（行政区）、民生委員、社会福祉協議会、消
防署、警察署に提供し、災害時の要支援者支援の目的（平常時からの見守り活動を含む）のみに使用
していただきます。 

⑪ 登録した後はどうなりますか？災害時には必ず助けてもらえるの？ 

避難行動要支援者名簿に登録されている人は、情報提供に同意していますので、災害時発生時、
または平常時にも関係支援団体からの安否確認や避難行動の支援等を受けられる可能性が高まり

ます。しかし、地域の避難支援者やその家族等の安全確認が前提での活動のため、名簿の登録、同
意によって、災害時の避難行動の支援が必ず受けられることを保証するものではありません。 

また、毎年１２月に更新を行っていきますが、登録内容（緊急連絡先など）を変更する場合は、市役所
健康福祉課社会福祉グループ【電話：０２８７-８８-７１１５】までご連絡ください。 

⑫ 個人のプライバシーは保護されますか？ 

申請時に提供された個人情報は、支援者、自主防災組織、民生委員児童委員、行政機関において、
避難行動要支援の目的（災害時の支援を円滑に行うための防災訓練や、平常時からの見守り活動を含む）
のみに利用し、関係者には名簿の管理、利用に際し情報の漏洩などないよう厳重に注意をしてまいり
ます。 

⑬ 名簿の管理はどのようにすればよいですか？ 

名簿については、個人情報として厳重に保管することも必要ですが、同時に災害時には円滑に利
用が可能な保管方法が必要な情報です。そのため、持ち運びができず、鍵のかかる金庫や書庫など
で保管し、限られた人だけが鍵を持つなどの方法で対応していただきたいと思います。 

⑭ 名簿登録の受付期間はいつまでですか？ 

随時受け付けています。強制ではありませんので、必要と思われたときに登録ください。 
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【名簿作成から活用までの流れ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市は、住民基本台帳、避難行動要支援者、障害者手帳所持の情報、介護認定情報などか

ら、避難行動要支援者名簿登録対象者を選定します。 

②-1 ひとり暮らし高齢者（65歳以上）または、高齢者のみの世帯で災害時に支援を希望す

る人は民生委員が対象世帯を訪問し、「避難行動要支援者名簿」「見守り・個別避難計

画」登録確認書の提出について確認をします。※調査基準日：毎年 10月１日実施予定 

②-2 障がい者（身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者）、介護保険の要介護３以上の人、

指定難病患者については、市からの郵送等により避難行動要支援者名簿登録等の確認を

します。 

③ 市は、情報提供及び見守り・個別避難計画に同意した人を「避難行動要支援者名簿」に

登録します。 

  ※すでに名簿に登録されている人は自動更新となります。 

④ 市は、「避難行動要支援者名簿」を作成し、避難支援等関係者に情報提供をします。 

⑤ 災害時の安否確認などの避難支援や、平常時の見守り、見守り・個別避難計画の作成な

どに活用します。 

名簿活用のイメージ図 

 

 

避難支援等関係者 
・民生委員 ・那須烏山警察署 

・那須烏山消防署 

・自治会（自主防災組織など） 

・那須烏山市社会福祉協議会 

・地域包括支援センター（烏山地区・南那須地区） 

・那須烏山市障がい者相談支援センター 

避難の支援が必要な人 
（要支援者） 

那須烏山市 

⑤災害時の安否確認、平常時
の見守りなど 

 

 

②名簿登録の意思確
認、申込書の提出 

 

④名簿情報を提供 

①名簿登録対象者を
選定し、申込書 
の送付 

 

③名簿の登録、作成 
 

【問い合わせ先】 
那須烏山市 健康福祉課 社会福祉グループ 
電話：０２８７－８８－７１１５  

：０２８７－８８－６０６９ 


